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川越西部地域スタディツアー（9 月

20 日、会員限定） 

 
視察予定の場所 

 9 月 20 日（金）8:15-16:30 に社会環境部会主

催の「川越西部地域の水と緑の視察 小畔川流

域を巡るスタディツアー」を開催します。会員

及び関係者限定で先着 25 名を募集します。（詳

細 14 面） 

夏の郊外クリーン活動（7月21日）報告 

 

 
 季節ごとに実施している川越市内のクリー

ン活動。7 月 21 日（日）に川越市民聖苑やすら

ぎのさと周辺の「夏の郊外クリーン活動」を実

施しました。（詳細 8-9 面） 
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【コラム】社会環境部会から提言（8）市内全域でクリーン活動の普遍化へ・バス停の回りをきれいに！

 
このごみの半分は、大雨ですぐ近くの新河岸川に流れ込み、

東京湾から海洋汚染へ！ 

 
川越警察署入口のバス停標識周りの植込みにごみが散乱

非番の若い署員がきれいに

＜郊外クリーン活動＞7 月 21 日に、川越市民聖苑や

すらぎのさとを中心に郊外クリーン活動が行われ、多

くのごみが集められました。歩道のわきの雑草の間に

絡みついているたばこの吸いがらは、明らかに半年以

上も前のポイ捨てごみでした。近くにケーズデンキが

あったり、大きなパチンコ店などがあったりしながら、

5月末にあった「春のごみゼロデー」の一斉清掃はな

されなかったようです。国道16 号を越えた北側の伊

佐沼や冒険の森などに向かう散策の道の両側は、ポイ

捨てごみだらけでした。 
＜このごみの半分は川に＞1 時間あまりの活動の後

にまとめられたごみ袋の山を見るとき、このごみが近

くの用水堀から流れ流れて川を汚し、東京湾から太平

洋の汚染にまでつながっているのではないかと想像

しました。海洋汚染をもたらしているのは、中国や東

南アジアの「環境後進国」が、未処理のまま海に流し

ているためだと、他人事のように思っていましたが、

案外きれいだと思ったこのやすらぎの郷周辺でも、こ

んなにポイ捨てごみが集まる現実に驚きました。この

5 月 26 日の全市一斉に行われたごみゼロデーの成果

がまとめられていますが、277 自治会に 27 団体が協

力、52,031 人の参加がありました。市民の 6 人に 1
人が参加、可燃ごみが 37.64t、不燃と粗大ごみが 10.
68t、合わせてざっと48.32t。大半が、雨で川に流れ込

むごみだったかもしれません。郊外の放置された地域

のポイ捨てごみも集めれば、もっと大きな数字になる

かもしれません。野放しで、6月から7月にかけての

長い梅雨の間に、新河岸川、小畔川、入間川に流れ込

んだのではないかと憂慮されます。 
＜環境先進都市としての工夫＞5 月と 10 月の最終日

曜日に行われる年2回の「市内一斉ごみゼロデー」の

やり方にひと工夫が必要になります。参加人員の多い

市の中心部では、子どもらが参加しても、あっという

間にごみはなくなり、空き袋を持って“参加のジュー

スもらっておしまい”の姿が見られます。郊外や、川

に流れ込んでいるごみの姿が想像されません。「川や

海をきれいに」とはわかっていても、拾って処理する

実践教育から、ごみを捨てない教育につながり、はじ

めてきれいなごみゼロ川越市が実現します。何らかの

形で、市の中心部と郊外の交流で、水と緑に恵まれた

環境都市川越の新しい姿ができないか、考えさせられ

た「郊外クリーン活動」でした。 
＜バス停標識の活用＞まちなかのバス停の回りに、吸

い殻が散乱している姿がいまだに散見されます。今回

の郊外クリーン活動で、「川越警察署入口」のバス停

があり、周りに吸いがらやペットボトル、空き缶が、

植込みの下に隠されていました。10 年以上前になる

かもしれませんが、時の警務課長に理解があって、非

番の署員数人が応援に参加、署からバス停付近までご

み拾いをしてくれたことがありました。バス停の標識

には、行政の事務所、会社の名前、地名といろんな名

前がありますが、行政や会社の場合は人数が多いとこ

ろで、バス停の回りを交代で清掃することは可能では

ないでしょうか。会社名ならPRのためにもバス停ま

わりの清掃、町名なら元気な老人会が担当するなど、

提案したいものです。       （武田侃蔵）
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【コラム】川越の自然をたずねて（77）小畔川 ー魚目線から考察ー
 夏になると水辺が恋しくなりますね。今、60
代、70 代の方は幼少時、川や海でどっぷり遊ん

だ経験をお持ちでしょう。あのころは、誰もが

「川ガキ」でした。私事で恐縮ですが、私は広

島市で育ち、広島市は三角州の上にありますの

で、市内に川が 7 本も通っていて（後 6 本に）

海に真っ直ぐ注いでいました。原爆ドームも川

のかたわらです。ですから、小学生の頃、水泳

の授業は近くの川で、夏休みになると臨海学校

で海に行っていました。このような経験をお持

ちのシニアの方は多いでしょう。 
 さて、川越は川の街とも言われます。大河の

荒川、その支流の入間川、これらはちょっと近

寄るには大きすぎです。小江戸舟運の新河岸川、

古多摩川遺構の不老川、そして小畔川とそれぞ

れ個性的な川たちです。このなかで一番近づき

やすく、多様性に富んでいるのが小畔川ではな

いかと思います。小畔川は宮沢湖を源流とし、

流路 20 ㎞の一級河川です。ここでは小堤の八幡

橋下流域の環境について紹介いたします。 
 2006 年から 2008 年まで、埼玉県生態系保護

協会の「荒川保全プロジェクトチーム」がこの

あたりの魚類調査を行っており、その後「小畔

川の自然を考える会」として調査を続けていま

す。この会のデータを基に、魚目線で川環境を

分析してみましょう。写真 1 は、八幡橋を下流

側から見た写真で、右側に中洲があります。図

1 がそのイラスト図で、図 2 は、上流側 C の河

川断面図です。川幅が 8.7m で、深さは 15cm か

ら 25cm、浅くて流れの速い“早瀬”になります。

図 3 は B の断面図で幅が 11.2m、一番深いとこ

ろは 70 ㎝で、流れが緩く深いところ“淵”にな

ります。図 4 は A の断面図で幅が 9.4m、深さは

40cm 前後です。このように早瀬や淵など多様な

環境があるので、魚影も濃いです。それらのエ

リアで上下 30m くらいの範囲の魚類調査をし

たものが表 1 です。採捕時間は 30 分ぐらい、用

具は手網、さで網、投網などです。 
 この表からは多様な魚種がいることがわかり

ます。早瀬にはカマツカ、トウヨシノボリなど

川底に張り付くものが多いようです。淵には大

きな魚、コイやバス類がゆったりと潜んでいま

す。投網をかけるとこれらが入り、網が破られ

ますのであえて打たないようにしています。で

すから、データには記入はありません。ここは

流路で 300m くらいの範囲ですが、どのエリア

もオイカワが多く、これは「川のイワシ」と言

われています。小畔川はオイカワ釣り愛好者が

けっこういるようです。 
 写真 2 は、今年 2019 年 6 月の同じ場所の様子

です。昨年、工事が入って川の様子がずいぶん

変わりました。瀬や淵、中洲がなくなり、単調

な流れです。採捕を試みましたが、小さなオイ

カワしか捕れません。少し下って中洲のある写

真 3 の場所まで移動して調査を試みますと、全

く状況が違って、手網でドジョウやフナの稚魚

が入りました。写真 4 のような 5cm 以上のテナ

ガエビも多数かかりました。このように隠れる

場所や流れの変化のある場所を好むのでしょう。 
 川越市内の小畔川は川幅も広くなり、外側に

しっかりした土手がありますので、川はその真

ん中あたりを自由に流れていて、台風などで流

路が変化したりします。流れの両側は土羽にな

っていて、草木が茂っています。これも生き物

を涵養します。トウキョウダルマガエル、トン

ボ類、ミズグモの類など魚類以外も目にします。 
 また、御伊勢橋下流には遊歩道が整備されて

いて、気持ちよい散歩コースになっています。

人にもやさしい小畔川です。 
（「小畔川の自然を考える会」賀登環）
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図 1 八幡橋を下流側から見たイラスト図 

 
図 2 C の河川断面図 

 
図 3 B の河川断面図 

 
図 4 A の河川断面図

表 1 採れた魚類 

 

 
写真1 八幡橋を下流側から（2009年） 

 
写真2 八幡橋を下流側から（2019年） 

 
写真 3 中洲のある場所（2019 年） 

 
写真 4 テナガエビ
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◆かわごえ環境ネット会員募集 会員になると、本紙「月刊かわごえ環境ネット」

などの情報を毎月郵送でお送りします。また、委員会活動、研修行事に参加でき

ます。これらにより川越市の環境活動を詳しく知ることができ、仲間も作れます。

年会費は個人会員 1,000 円、団体会員 2,000 円です。詳細は、かわごえ環境ネット

事務局に問い合わせるか Web サイト（https://kawagoekankyo.net）をご覧ください。 
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【コラム】川越の「宝」をたずねて（3）出世稲荷の大イチョウ

 
神社入口から見た大イチョウ 

 
お社から見た大イチョウ 

 
かわごえ郷土カルタ 

 月刊かわごえ環境ネット 2019 年 6 月号（No.
151）から始まったコラム“川越の「宝」を訪ね

て”は、第 17 回かわごえ環境フォーラムで実施

した「かわごえカフェ 2019」のテーマ、『川越

（と周辺地域）の「宝」を掘りおこそう』で参

加者のみなさんと作成した“川越の「宝」マッ

プ”の地点を紹介していくコラムです。 
今月のお宝紹介は、「出世稲荷の大イチョウ」 
 川越市松江町にある出世稲荷神社の境内入口

に並んでそびえたつ大イチョウがあります。川

越市の天然記念物に指定されている大イチョウ

は、樹齢 600 年余りと推定されているほど。高

さは 25m あまりもあり、幹回りが太い方で 8m
近くあります（川越景観百選スポット 季節の彩

りと天然記念物：No.89 より）。 
 川越市市制施行 80 周年記念として川越市教

育委員会が制作した「かわごえ郷土カルタ」の

一つとして読まれているのをご存知でしょう

か？ 
「そびえたつ 出世稲荷の 大いちょう」とい

う「そ」のかるたになっています。かわごえ郷

土カルタは、かるた遊びを通して、川越の自然

や文化や歴史などを学ぶ目的で市内小・中学校

の児童・生徒から募集し、作成したもので、こ

のかわごえ郷土カルタを使って毎年 11 月に子

どもかるた大会が開催されています。 
 大イチョウの存在を、かるた遊びを通して知

っている子どもたちも多いことでしょう。 
 600 年もの時を生きる大イチョウの天にむか

って伸びる幹を観に足を運んでみてはいかがで

しょうか。 
 出世稲荷の大イチョウは、川越市松江町 1-7、
川越駅から徒歩 16 分、本川越駅から徒歩 7 分の

ところにあります。       （飯島希）

 
出世稲荷の大イチョウと周辺の川越の「宝」マップ（国土地理院の電子地形図（タイル）に地点を追記して掲載）
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【報告】かわごえ環境ネットの活動 
いすみ市有機田んぼ見学ツアー（6 月 26 日） 自然環境部会

 
環境に配慮した有機稲作の田んぼで  

いすみ市農林課 鮫田氏より 
 

鎮守の森で説明を受ける 

 
豊かな田園風景 

 
コンクリートではない農業用水路。魚

がたくさんすくえました。 

 
すくった魚を観察 

 
田んぼのギャング 外来種の通称ジャ

ンボタニシの卵、やむを得ず共生 
 

いすみ鉄道国吉駅で集合写真を 

 
養老渓谷の地層を見る

 2019 年 6 月 26 日（水）に実施、参加者は 25
名（バスの定員）、天気は快晴!! 
 ウェスタ川越を 7 時 30 分に出発、関越道、首

都高、東京湾アクアライン経由でいすみ市萩原

古屋集会所に 11 時に到着（渋滞で遅れました）。 
 いすみ市農林課の鮫田氏、毛塚氏や農家の方

が親切に応対していただきました。 
いすみ市の概要 
面積：157km2（川越市は 109 km2） 
人口：38,000 人 
「環境と経済の両立を目指す共同のまちづくり」

を実施していることが特徴です。 
 里山を保全し有機農業を行うために 

自然と共生する里山づくり協議会 
↑ 

有機稲作の推進と学校給食の全量有機米化 
↓ 

いすみ市生物多様性戦略 
 上記の取り組み方により生態系を生かした地

域づくりを行い、学校給食に有機米を使用する

ことで環境と経済の両立が図られております。 
有機稲作モデル事業取組み規模 
 2013 年  0.22 ヘクタール 農家 3 件 
 2018 年 20.00 ヘクタール 農家 23 件 
学校給食における有機米使用 
 2015 年度  4 トン  11%の使用率 
 2018 年度 42 トン  100%の使用率 
 学校給食に地元産の有機米を使用することで、

生産と消費がうまくかみ合い、お金が地域で回
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り、生産者をはじめ地域経済の活性化に寄与す

るようになったことが特筆されます。 
 この有機米は、JAL のファーストクラスの機

内食にも使われています。 
 なお、有機米を使用することで一人あたり月

169 円のコストアップですが、いすみ市が全額

補助しております。 
 有機米を学校給食に使用することにより、食

育教育にもつながっております。有機米を作る

ために、環境の保全や農薬使用が制限され、自

分たちが食べるお米の安全性が保たれること、

山の養分が入った安全な水が小川を通して海に

注がれ、器械根と呼ばれる沖合 10km までに広

がる水深約 20m 前後の海が豊かな漁場になり、

海産物の宝庫となっていることを食育教育の中

で学んでおります。 
 萩原古屋集会場で昼食後、第三セクターのい

すみ鉄道国吉駅向かいディーゼルカーに乗車、

木々がトンネルのようになった軌道敷をノンビ

リ走行し、大多喜城等を眺めながら上総中野に

至り、バスに乗り換え養老渓谷に。ひなびた通

りを抜けて養老渓谷を散策、アクアラインの海

ほたるで休憩し、余裕を持って川越ウェスタに

帰着しました。ツアーでは多くの方と会話がで

きました。 
 最後に、賀登ご夫妻の事前調査並びにいすみ

市との調整により、生物多様性と有機農法を学

ぶ良いツアーとなりました。ありがとうござい

ました。          （菊地三生）

 

「キノコの観察会」報告（7 月 6 日） 自然環境部会

日時：7 月 6 日（土）9:00-12:00 
講師：埼玉きのこ会 西田誠之氏、大久保彦氏、

埼玉県生態系保護協会 稗島英憲氏 
場所：「（仮称）川越市森林公園」計画地、南文

化会館 
参加者：10 名、スタッフ 7 名 
 2008 年 9 月に第 1 回の「キノコの観察会」を

始めましたので、今年は 12 回目になります。当

初は大久保氏、稗島氏の講師でしたが、2015 年

から西田氏も加わっていただき、よりきめ細か

なご案内ができるようになりました。近年は「異

常気象」という言葉をよく耳にし、昨年は何と

関東地方では 6 月 30 日に「梅雨明け」が出てし

まいましたが、今年は打って変わって“真面目

な梅雨”で大地は湿りっぱなしです。おかげで

当日は、たくさんのキノコが出現していました。

林の中へ入ると風もあり、雨にも降られず梅雨

どきにしては快適な日でした。 
 さっそく目に入るのが、イグチの仲間のヤマ

ドリタケモドキで、このキノコ（正確にはヤマ

ドリタケの方）はヨーロッパでは“ポルチーニ”

といわれ、美味で珍重されるとか。今年は珍し

くお子さんの参加が一人だけでしたが、そのお

子さんがかなりのキノコ博士で、頭をちょっと

だけのぞかせたキタマゴタケを見つけ、大人が

ビックリです。また、初めてキノコの観察会に

来たという女性は、さかんにスマートフォンで

写真を撮り、講師に質問されていました。今は

イグチ、ハラタケ、ベニタケの仲間のキノコが

多いですが、夏以降次第にテングタケの仲間が

隆盛になります。地上性のキノコは、参加者か

ら「食べられますか？」という質問が必ず出ま

すが、「野生のキノコはよほど確実なもの以外は

食べない」が無難です。特にテングタケの仲間

は“猛毒三羽ガラス”と言われる種を擁し、毒

キノコだらけです。 
 一通りキノコを採取して、室内に持ち込み鑑

定会をしました。例年、野外でシートを敷いて

いましたが、室内の方が落ち着いて検討できま

す。テーブルにキノコを並べ名前を書いていき

ます。並べきれないほどあって、改めてこの雑

木林の豊かさを想います。後日、講師から送ら

れてきたリストによると 100 種でした。末尾に

そのリストを掲載します。    （賀登環）
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さっそく白いキノコがお目見え 

 
木にキノコがビッシリ、冊子が活躍 

 
よく見つけたね 

 
かわいいキノコね 

 
今日のキノコの解説 

 
裏のヒダを見てください 

今回確認されたキノコ 
 このリストは観察会当日だけでなく、講師の先生方の下見を含めての種数です。なお、この「（仮

称）川越市森林公園」計画地全体では過去 10 年間で 400 種ほど確認されていますが、毎年出るも

のもあれば、一度だけしか出現していない種もあります。 
確認されたキノコ 

 

夏の郊外クリーン活動（7 月 21 日）

 かわごえ環境ネットは、市民、団体や事業者

に参加を呼びかけ、恒例の「夏の郊外クリーン

活動」を 7 月 21 日（日）に行いました。 
 9 時 30 分に「やすらぎの里」に集合した参加

者は 27 名、昨年は 24 名でした。各班に分かれ、

リーダーの誘導で国道 16 号などの道路や空地

の清掃活動を開始、11 時過ぎに「やすらぎの里」

に戻り、集めたごみの分別作業を行い、施設の

中に移動し、渡辺さん差し入れの冷茶とお菓子

を食べながら談笑し、解散しました。 
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 昨年の猛暑とは違い、雨の合間の多湿な中で

の活動でしたが、無事終了しました。拾ったご

みが湿気で重かった!! 
 今年も、株式会社武州ガス社員有志とご家族

8 名が参加、小江戸大江戸トレニックワールド

から 7 名が参加、ありがとうございました。 
 この活動は、かわごえ環境ネット社会環境部

会の支援と渡辺利衞さんの尽力により行われま

した。ありがとうございました。 
（菊地三生）

 
集合写真 27 名の参加 

 
親子で参加 

 
小瀬理事長の挨拶

 
ごみ拾い 分別作業 

 
冷茶でくつろぐ

 

【報告】会員の活動 
田んぼの生きもの観察会を開催（7 月 7 日） NPO 法人かわごえ里山イニシアチブ

 
集合時の林鷹中講師の説明 

 
生きもの採捕の様子 

 
種の確認作業 

 
採点作業 

ヒバカリに興味が集まる 

 
採点結果

 7 月 7 日（日）9:00-11:30 に「田んぼの生きも

の観察会」をかわごえ里山イニシアチブとかわ

ごえ環境ネットとの共催で開催しました。講師

は、全国を股にかけて活躍する、おなじみ田ん

ぼソムリエの林鷹央講師です。 
 参加者は 45 人で、いつもながら子どもたち
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に大人気のイベントでした。 
 あいにくの小雨が時折降るコンディションで

したが、参加者は田んぼや用水路、排水路の水

を網ですくうなどして様々な生きものを発見し

ました。 
 トウキョウダルマガエル、ケラ、アメンボ、

ガムシ、コミズムシ、カワニナ、アカムシ、ア

メリカザリガニ、コモリグモなど多数発見され

ました。カエルやクモは、いわゆる害虫を食べ

てくれるありがたい存在で、田んぼの生きもの

たちは食べたり食べられたりで、生態系のバラ

ンスを保っています。このバランスを農薬など

断ち切って崩すことが環境の悪化を招いてしま

います。 
 トウキョウダルマガエルやアメリカザリガニ

が常連の人気生きものでしたが、今回はヘビ（ヒ

バカリ）が子どもたちに人気ナンバーワンの生

きものとは驚きでした。講師の指導のもと、み

んなでかわるがわる優しくさわったら、しずか

に自然に返してやります。みんないとおしそう

に放していました。嫌がることも、怖がること

もなく、このような子どもたちはやさしい気持

ちを持って大人に成長していくことでしょう。 
 自然は、学校では学べない一番の先生です。 

（増田純一）

7 月は 3 回の活動 小瀬研究室（こもれびの森・里山支援隊）

 
17 名の多くの参加者がありました 

 
こもれびの道沿いのコナラ苗の保全 

 
女子学生による枯損木の伐倒 

 
男子学生による枯損木の伐倒 

 
自然再生エリアの除草作業 

 
雨が続いてキノコがたくさん 

1.「自然再生エリア」はじめての除草（7月 6日） 
 東洋大学川越キャンパス内の広大な森林「こ

もれびの森」を多様な生物が生きる里山の森に

する「東洋大学川越キャンパスこもれびの森・

里山支援隊」では、毎月 1 回程度活動日を設け

て、生育阻害木や枯損木の伐倒、下刈りなどの

里山林保全活動を行っています。 
 7 月 6 日（土）8 時 30 分から 15 時 30 分に行

われた里山林保全活動は、梅雨の合間の曇り空

の下、17 人での実施となりました。 

 午前は、昨年春に移植したコナラ苗などの保

護、午後は 2015 年に整備されたこもれびの森

自然再生エリアの除草を行いました。 
 コナラ苗は、日照が不足しているためか、す

でに枯れてしまっている個体も多く、自然界で

生き長らえることの難しさを感じます。それで

も、しっかりと育っている個体もあり、他の重

要な植物とともに、坪刈り（周囲の他の植物を

草刈りすること）やつる切りで保護しました。 
 自然再生エリアは、4 年目を迎え、林床には
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さまざまな外来種が生えてきていて、今回初め

て本格的に除草を行いました。特に、特定外来

生物であるオオキンケイギクを注意しながら除

去して適切に処分しました。 
 なお今回は、白山キャンパスの共通科目「ボ

ランティア活動入門」を履修している 1 年生 4
名の参加もあって、スタッフもいつもより張り

切って活動しているように見えました。 
（小瀬博之）

 
改変地の植物の成長は激しい 

 
多く見られたダイミョウセセリ 

 
イネ科図鑑での種の同定 

2.こもれびの道沿いの植生調査（7 月 10 日） 
 こもれびの森・里山支援隊が東洋大学川越キ

ャンパス内の里山林保全活動を始めたのが 201
4 年 6 月 14 日で、今年で 5 年となります。保全

活動による植生の変化等を確認するために、こ

もれびの森の植生を定期的に調査しており、5
月 31 日（金）のコドラート調査に続き、7 月 1
0 日（水）に通学路となっているこもれびの道

沿いの植物相調査を、稗島英憲氏と高杉茂氏の

監修により 5 名で実施しました。 

 出現した植物（種子植物とシダ植物）は 219
種で、これまでの調査よりは若干少ない状況で

したが、これまでの調査と同様、200 種以上が

発見されました。場所によって占有する植物に

は差がありますが、こもれびの道沿いは、2011
年に間伐を行ってから、道沿いの両側 7m ほど

を定期的に草刈りしていることもあって、経年

による変化は少なく、比較的安定した植生が続

いています。 
（小瀬博之）

 
前夜の大雨で保全体験は中止としまし

たが、ツアーを実施しました。 

 
木工作の様子。スタッフもいろいろと

製作しました。 
 

製作したものの発表 

3.里山体験と木工教室（7 月 27 日） 
 発足時から実施している子ども向けの森林環

境教育活動として「里山体験と木工教室」を実

施しています。今年は、7 月 27 日（土）9:00-1
2:00 に、2 組 6 名の参加者と 9 名のスタッフで、

森のツアーを行い、その後学内の伐採枝などか

ら作った木材を用いて思い思いの木工作を楽し

みました。木工教室は、8 月 4 日（日）の「エ

コプロダクツ川越 2019」への出展を終え、次回

は 11 月 3 日（日）・4 日（月・祝）の東洋大学

川越キャンパス大学祭「第 10 回こもれび祭」の

出展となります。申込不要です。 （小瀬博之）
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【報告】理事会・専門委員会

理事会・事業運営委員会

 7 月 17 日（水）9:00-10:00 に第 4 回事業運営

委員会を、同 10:00-12:00 に第 5 回理事会を福田

ビル 3 階会議室において開催しました。議題が

重複するため、一括して主要な議事内容を報告

します。 
 なお、7 月 1 日に川越中央ロータリークラブ

の鎌田政稔氏の後任として長谷川健一理事が就

任しました。 
（1）エコプロダクツ川越 2019 の出展 
 レイアウト、出展内容、荷物の搬入、ペット

ボトルの調達などの確認をしました。8 月 4 日

開催の報告記事は本紙 9 月号に掲載します。 
（2）夏の郊外クリーン活動 
 参加申込状況の確認、終了後の休憩会場など

の状況を確認しました。 
（3）設立 20 周年記念事業 
 7 月 23 日（火）に設立 20 周年記念事業実行

委員会出版専門委員会の第 1 回を開催。委員の

確認、今後の会議場所について確認しました。 
（4）川越まつり会場クリーン活動 
 広報川越への掲載依頼、竹串問題の観光課へ

の連絡、SNS（Twitter も含む）での広報につい

て検討しました。 
（5）第 18 回かわごえ環境フォーラム 
 会場の抽選申込について、2 月 29 日（土）開

催ならば 8 月 1 日、3 月 1 日（日）開催である

ことを確認して申し込みすることにしました。

今回の講演会は、リノベーションなどのまちづ

くりや福祉に関することも候補とすることで検

討を進めることにしました。 
（6）後援事業の承認 
 10 月 6 日（日）「2019 アースデイ川越 in 昭和

の街」（蓮馨寺境内で開催）、11 月 16 日（土）「第

19 回北公民館かんきょう祭り」（北公民館で開

催）、12 月 14 日（土）「第 1 回 SDGs エコフォ

ーラム in 埼玉」（東洋大学川越キャンパスで開

催）の 3 件の後援申請を承認しました。 
（7）「環境月間ポスターコンクール」の「環境

ネット賞」選定 
 例年実施している「環境ネット賞」について、

小学生 2 点、中学生 1 点を選定することにしま

した（理事会後に選定しました）。 
（8）川越市環境行動計画「環境に配慮した行

動チェックシート」の実施 
 東洋大学の授業で実施中（オンラインアンケ

ート）、「エコプロダクツ川越 2019」での実施を

予定しました。 
（9）夏の懇親会 
 8 月 21 日（水）16:00-17:30 の事業運営委員会

後に大黒屋食堂で実施し、今号で参加募集する

ことにしました。 
（小瀬博之）

社会環境部会

 7 月の社会環境部会例会は、7 月 12 日(金)午
後 1 時から新会員を加えた 10 人で、福田ビルで

行われました。 
 例会の次第に沿って、社会環境部会のコラム

についての意見交換を行い、8 月号と、9 月以降

についてのテーマについて意見を交わしました

がはっきりした方向がまとまりませんでしたの

で、会議最後にもう一度検討することにして 7
月 21 日の「郊外クリーン活動」、8 月 2 日の「パ

ッションフルーツ挿し木講習会」、8月 4日の「エ

コプロダクツ」の協力体制について最終確認を

行いました。 
 次いで、昨年の市内東部地域の視察に続いて、

今年は西部地域の雑木林や川の姿を巡る環境視

察を 9 月 20 日（金）に 25 人募集で実施を決め、

視察の内容も新しい視点を加えることが決まり、

代表を交えた具体策を提案しました。周辺の小

畔川の景観など、川に対する国、県、市の役割
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りと市民の要望をどう活かすかなどの視点につ

いて、意見交換があり、新設の霞ケ関西公民館

でのワークショップについての取り組みなど、

意見を交換しました。8 月号での案内に間に合

うようさらに代表を中心に詰めることで了承さ

れました。 
 松岡さんより「かんきょうサロン」の紹介と

参加の呼びかけがあり、3 時過ぎに閉会しまし

た。引き続き、有志 8 人が参加し市役所 5 階の

打合せコーナーで、資源循環推進課の職員 2 名

を交えて、ごみ問題を中心に順次意見発表を行

い、来月は、福田ビルでの例会の後で再度意見

交換することにしました。 
 次回の例会は 8 月 9 日（金）13 時より福田ビ

ル 3 階で行い、引き続き資源循環課との意見交

換も行います。 
（社会環境部会代表 武田侃蔵）

自然環境部会

 7 月例会は 12 日（金）福田ビル 3 階にて 7 名

の参加で開催されました。 
1. 活動報告 
①「（仮称）川越市森林公園」計画地定例活動 

6/24（月）雨中止、7/8（月）17 名参加 キノコ

たくさん出現 マヤラン タシロラン クモキ

リソウなど絶滅危惧種のチェック 
②池辺公園定例活動 7/2（火） キノコたくさ

ん出現 絶滅危惧種ハグロソウはつぼみ 
③びん沼周辺生き物調査 6/20（木）9:30- 4
名参加 川越の東の端の方で荒川の旧流路 公

園になっていて大部分はグラウンドゴルフ場に

なっている。周辺部に在来の植生がある。 
④講演会「いのちを守る種子の話」―食、健康、

環境とのつながりを考える― 6/23（日） ウ

ェスタ川越 13:30-15:30 次号で詳報 
⑤いすみ市バス研修会 6 月 26 日（水）7:30-1
8:30 25 名 費用 5000 円 別ページ参照 
⑥城山コクランなど観察会 6/28（金）9:30 城

山荘集合 7 名参加 
⑦「キノコの観察会」7/6（土） 「（仮称） 

川越市森林公園」計画地 別ページ参照 
⑧田んぼの生き物観察会 7/7（日） 9:30-12:
00 高梨農園田んぼ 別ページ参照 
⑨甲虫調査 6/15（土）水上公園 9 時 雨中止 
⑩ホタルの生息可能地域の調査とホタルの放流

 「かわごえ里山イニシアチブ」の田んぼ地域

に 7 月 7,8 日 幼虫 31 匹を放流 8 月上旬ころ

見られる可能性 
2. 協議事項 
①チョウの分布と定量化の試みについて 市内

のチョウ 61 種の分布、発生時期はほぼわかって

きたが、残された課題は量的な把握で、分布密

度から全市の総数を予測してみた。モンシロチ

ョウが最大で約 2,300 頭になったが、様々な意

見が出て引き続き研究していく。 
②川越にもシカやサルが出現したとの情報 ア

ライグマやハクビシンの生態系、農業被害は進

行中だが、さらに加速するのか。 
③「エコプロダクツ川越 2019」への取り組みに

ついて段取りなど検討・確認 
（自然環境部会代表 賀登環）

【予告】かわごえ環境ネットのおしらせ・主催行事

【トピック①】夏の懇親会（8 月 21 日）

 かわごえ環境ネットでは、会員同士の交流行

事を定期的に開催して懇親を深めています。お

いしい食事をしながら語り合いませんか？ 
日時：8 月 21 日（火）17:30-19:30 

場所：大黒屋食堂（川越市仲町 5-2） 
会費は実費（料理 2,500 円程度＋飲物別途）。申

込は 8 月 14 日（水）までに横山（Tel.049-246-
9319）へ連絡を。 
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【トピック②】川越西部地域スタディツアー（9 月 20 日、会員限定） 社会環境部会

 

日時：9 月 20 日（金）8:30-16:00 
集合時間・場所：8:15 ウェスタ川越南公民館入

口付近（川越市新宿町 1-17-17） 
 100km2を上回る広い川越市は、中心部のにぎ

やかな市街地とともに、水と緑に恵まれた広々

とした郊外を持っていますが、近年の開発で昔

の景観が失われています。昨年の東部地域に続

いて、今年はなぐわし公園と近くにある荒川上

流河川事務所の無線受信塔の途中まで登って小

畔川や周辺の景観を眺望したり、尾崎神社から

さざんか通り、つばき通り、富士塚、雑木林の

姿などの昔の写真と現状を対比したりして、こ

れからの環境保持に向けての意見交換を交えた

ワークショップを、新設の霞ケ関西公民館で行

います。そのあと、笠幡駅前の整備を見て、20
2020 年の東京オリンピックのゴルフ会場の霞

ヶ関カンツリー倶楽部を回り、入間川の親水公

園、川越市場などを回る予定です。 
 バス代が 2,000 円かかりますが、8 ページにわ

たる解説冊子も用意、参加者に十分満足いただ

けるよう工夫しております。8 月 8 日からかわ

ごえ環境ネット事務局（Tel.049-224-5866）に申

込み。先着 25 人まで。詳しくは、かわごえ環境

ネットホームページにカラーで詳しく掲載しま

す。 
 

【トピック③】川越まつり会場クリーン活動（10 月 19・20 日）スタッフ募集

 
昨年の本部（左）と会場の様子（右） 

 10 月 19 日（土）・20 日（日）に開催される「川

越まつり」にあわせて、第 4 回「川越まつり会

場クリーン活動」をかわごえ環境ネットの事業

として実施します。 
 参加者は川越市観光課提供の赤い法被（ハッ

ピ）を着て、お祭り会場のごみ拾いや辻立ちを

行い、ごみのない気持ちのよい会場づくりに邁

進しました。「活動に参加してよかった」とか「来

年も参加したい」との感想が寄せられました。 

 昨年の参加人数は 20 日が 127 名、21 日は 75
名、両日合計で 202 名、過去最高でした。 
 かわごえ環境ネットのクリーン活動を知り参

加した方が多く、飛び込みの参加者も多く、受

付業務、参加者の傷害保険のための名簿作成、

分別収集の仕方やコース案内など、3 人スタッ

フは食事の時間や休憩もあまり取れず大忙しで

した。嬉しい悲鳴でしたが！ 
 つきましては、スタッフを増員したく、ご協

力いただける方を募集いたします。時間は 13:0
0-18:00 の間で、人員は両日それぞれ 2 名以上の

方の募集いたします。 
申込先：渡辺 Tel./Fax.049-242-4322 
菊地 Tel.080-5546-2362、kikums@beige.ocn.ne.jp
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【トピック④・後援】2019 アースデイ川越 in 昭和の街『ミライをつくる日』

日時： 10 月 6 日（日）10:00-16:00 
場所：蓮馨寺境内（川越市連雀町 7-1） 
 21 回目を迎える「アースデイ川越」。今年は

『ミライをつくる日』をテーマに、SDGs（持続

可能な開発目標・持続可能な世界を実現するた

めの 17 のゴール）の理解を深めるための提案を

中心に展開します。少年少女国連大使による S
DGs の啓発活動やエネルギー問題、環境問題、

防災、貧困、LGBT など、さまざまな SDGs の

課題を取り上げたブースやワークショップ、ラ

イブステージなどで、楽しみながら学べる一日

です。みなさまのご来場をお待ちしております。

自然環境部会主催事業 
★「（仮称）川越市森林公園」計画地 植物調査・

保全活動（毎月第 2・第 4 月曜日） 
日時：8 月は休止、9 月 9・23 日（月）9:30-12:
30（ 
集合：川越南文化会館（ジョイフル）（川越市今

福 1295-2） 
問い合わせ：賀登（Tel.049-234-9366） 
★池辺公園定例活動（毎月第 1 火曜日） 
日時：8 月 6 日・9 月 3 日（火）9:00-12:00 
場所：池辺公園（川越市池辺 1302） 
問い合わせ：賀登（Tel.049-234-9366） 
★生き物調査勉強会 
日時：8 月 26 日（月）9:30-12:00 
場所：ウェスタ川越第 2 会議室（川越市新宿町

1-17-17） 
講師：牧野彰吾氏 
★小畔川魚とり遊び 
日時：9 月 22 日（日）9:30-12:00 
場所：かほく運動公園（川越市霞ヶ関北 6-30-1）
そばの小畔川 

会費：100 円 
定員：先着 20 名（小学生以下は保護者同伴） 
申込：9 月 2 日から環境政策課（049-224-5866） 
 「小畔川の自然を考える会」と共催 

 

会合 
◆広報委員会（2018 年 8 月度） 
日時：8 月 7 日（水）9:00-10:00 
場所：川越市役所本庁舎 5 階フリースペース（川

越市元町 1-3-1） 
＊次回は 8 月 28 日（水）9:00-10:00 同所 
●社会環境部会（2019 年 7 月度） 
日時：8 月 9 日（金）13:00-15:00  
場所：福田ビル 3 階会議室（川越市郭町 1-2-3） 

＊次回は 9 月 13 日（金）13:00-15:00 同所 
＊会員はどなたでも参加できます。 
◆事業運営委員会（2019 年度第 5 回） 
日時：8 月 21 日（水）16:00-17:30 
場所：大黒屋食堂 
＊次回は 9 月 27 日（金）13:00-14:00 川越市役

所地階修養室 
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●夏の懇親会 
日時：8 月 21 日（水）17:30-19:30 
場所：大黒屋食堂 
＊本紙 13 面の「トピック①」をご覧ください。 
◆設立 20 周年記念事業実行委員会出版専門委

員会（第 2 回） 
日時：8 月 23 日（金）9:30-11:30 
場所：栗原造園（川越市南大塚 4-5-3） 
●自然環境部会（2019 年 7 月度） 
日時： 9 月 13 日（金）15:00-17:00（8 月は休止） 

場所：福田ビル 3 階会議室 
＊次回は 10 月 11 日（金）15:00-17:00 同所 
＊会員はどなたでも参加できます。 
◆理事会（2019 年度第 5 回） 
日時：9 月 27 日（金）14:00-16:00（8 月は休会） 
場所：川越市役所地階修養室 
＊次回は 10 月 23 日（水）10:00-12:00（会場未

定）

【予告】会員・関係団体の主催・関連行事
NPO 法人武蔵丘陵森林公園の自然を考える会 

問い合わせ：谷津弘子（Tel.&Fax.049-224-9118, foresth@nifty.com） 
ホームページ http://blog.canpan.info/forest-musashi/

◎夜の鳴く虫観察会（公園と考える会共催） 
日時：8 月 24 日（土）16:30-19:30（受付 16:00-） 
場所：南口休憩所（南口駐車場内） 
参加費：無料（入園料、駐車場代別） 
持ち物：懐中電灯、虫よけスプレーなど 
 今年も講師の解説でクツワムシやスズムシの

鳴き声や姿を楽しみましょう。事前申込制です。

森林公園管理センター「夜の鳴く虫観察会」係

あてに申込ください。（Tel.0493-57-2111） 

 
夜の鳴く虫観察会 

https://www.shinrinkoen.jp/event/20170424130109.html 

 
NPO 法人武蔵丘陵森林公園の自然を考える会 

http://blog.canpan.info/forest-musashi

福原ファームクラブ 
問い合わせ：横山三枝子（Tel.049-246-9319）

◎おいしく・楽しく農業体験 
日時：9 月 14 日（土）・10 月 12 日（土）・11 月

9 日（土）9:30-12:30 ごろ 
場所：明見院（今福 677）近く 
内容：農作業（B 級品のお土産付き） 
会費：保険代 100 円、クラブ員 1 家族 1,000 円

（年間） 

2019 年度予定表 
月 日 活動内容予定 
8  （お休み） 
9 14 ブロッコリー、キャベツ畑の片付け 
10 12 大根畑の片付け、ビニールはがし等 
11 9 里芋畑の片付け 芋煮会 
12 14 大根畑の片付け等 
1 11 雑木林の手入れ 

 
NPO 法人かわごえ里山イニシアチブ 

問い合わせ：増田純一（E-mail: kawagoesatoyama@gmail.com, Tel.070-5599-2623） 
ホームページ http://kawagoesatoyama.ciao.jp/

 「かわごえ里山イニシアチブ」では、生物多

様性豊かな田んぼの保全を目的に、みんなで連

携して河川を汚さない環境にやさしいお米作り、

田園風景の保全や地域づくりの活動を行ってい

ます。入会は随時受け付けています。 
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◎定例会・理事会 
 8 月は休止です。 
◎山田のかかしまつり 
日時：9 月 1 日（日）10:00-12:00 
場所：城西川越高校前（川越市山田 1042） 
主催：山田四季まつり実行委員会 
 かわごえ里山イニシアチブは、地域と共に活

動しています。かかしまつりに参加します。ご

見学ください。 

◎稲刈り 
日時：9 月 14 日（土）9:00-12:00（予備日 9 月 1
5 日） 
 成長具合により延期の場合があります。 

      
Web サイト  Facebook ページ   Twitter

東洋大学小瀬研究室（川越キャンパスこもれびの森・里山支援隊） 
問い合わせ：小瀬博之（E-mail: hkose@toyo.jp, Tel./Fax.049-239-1532） 

こもれびの森・里山支援隊 http://www.toyo.ac.jp/social-partnership/satoyama/
◎里山林保全活動（初回参加可） 
日時：8 月 31 日（土）・10 月 5 日（土）8:30 集

合-16:00 作業終了 
対象：本学専任教職員・学生、市民等（高校生

以上） 
場所：東洋大学川越キャンパス 4 号館前 
実施場所：東洋大学構内「こもれびの森」（川越

市鯨井 2100） 
作業内容：枯損木の伐採、下刈り、つる切り、

希少植物の保護、ごみ拾いなど 
定員：15 名 
費用：無料 
持ち物：森林内の作業に適した身支度（詳しく

は Web で） 
申込：準備の都合上、開催日前週の週末までに

mlkomorebistf@toyo.jp へ、参加を希望する行事

名とともに①名前②住所③電話番号④性別⑤生

年月日⑥（学生のみ）学部・学科・学年をおし

らせください。 
＊Web サイト（組織概要・開催案内・開催報告） 
http://www.toyo.ac.jp/social-partnership/satoyama/ 
＊Facebook ページ（最新の活動報告） 
https://www.facebook.com/komorebisatoyama 
＊Twitter（中止連絡などの緊急告知） 
https://twitter.com/toyokomorebi 

     
Web サイト  Facebook ページ   Twitter  

2019 年度予定表 
月 日 活動内容予定 
8 31 8:30-16:00,里山林保全活動 
10 5 8:30-16:00,里山林保全活動 
11 3・4 10:00-16:00,第 10 回こもれび祭出展「里山

体験と木工教室」 
12 7 8:30-16:00,里山林保全活動 

 
クリーン&ハートフル川越 

問い合わせ：渡辺利衛（Tel＆Fax.049-242-4322）・武田侃蔵（Tel.090-2521-5770）
◎「やめましょう！歩きタバコ・ポイ捨て・自

転車放置」のゼッケンや「かわごえ環境ネット」

の腕章をつけて、まち美化啓発運動 
①第 1 火曜日・第 3 金曜日 
日時：8 月 6 日（火）・16 日（金）、9 月 3 日（火）・

20 日（金）13:30-15:00 
 川越駅東口アトレ横歩道橋下から川越市役所まで。 

②第 2 日曜日 
日時：8 月 11 日・9 月 8 日（日）9:30-11:00 
 本川越駅交番横から各方面に分かれて活動、

中央公民館でごみまとめ、解散。 
③第 4 土曜日 
日時：8 月 24 日・9 月 28 日（土）13:30-15:00 
 川越駅東口アトレ横歩道橋下から本川越駅ま
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で。ペペ地下のごみ収集所で分別、解散。 
◎川の国・新河岸川市内流域の清掃 
 原則として第 4 日曜日 9:00 より 2 時間。参加

できる人は、担当箇所分担の割り振りのため、

実施日の 3日前までに武田（090-2521-5770）へ。 
①8 月 25 日（日）9:00-11:00。新河岸川貝塚橋

左岸たもと集合。田島橋まで、両岸堤防ごみ拾

い。終点近くの空き地で分別、解散。 
②9 月 22 日（日）9:00-11:00。新河岸川下流、

旭橋右岸集合。上下河岸清掃。旭橋左岸下流側

たもと空き地で分別、解散。

 
小畔川の自然を考える会 

問い合わせ・申し込み：賀登環（Tel. 049-234-9366） 
 当会では、小畔川の八幡橋下流域の定点調査

を中心に魚類や水生昆虫などの調査を続けてい

ます。いつも何かしら発見があり面白いです。

ウェダーや網などは当会で用意いたします。 
★小畔川魚とり遊び 
日時：9 月 22 日（日）9:30-12:00 
場所：かほく運動公園（川越市霞ヶ関北 6-30-1）
そばの小畔川 

＊本紙 15 面の自然環境部会主催事業をご覧く

ださい。 
2019 年度活動予定 

月 日 曜日 活動内容予定 
9 22 日 9:30-12:00 イベント：魚とり遊び（一般

の方対象） 
10 13 日 10:00-12:00 未定 
11 10 日 10:00-12:00 八幡橋魚類調査 
12 8 日 10:00-12:00 川歩き 

 
松岡壽賀子（社会環境部会） 

問い合わせ：高階南公民館（Tel.049-245-3581） 
◎かんきょうサロン 
日時：8 月 8 日（木）10:00-12:00 
会場：高階南公民館 1 階会議室 1 号（川越市藤

原町 23-7） 
参加費：無料 

 今回のテーマは、「水について」です。色々な

水を、水質実験を通して、透明な水の中に、ど

んなものが含まれているのか目に見えるように

します。そこから色々考えていきます。

 
公益財団法人 埼玉県生態系保護協会 川越・坂戸・鶴ヶ島支部 

問い合わせ：内野（Tel.049-222-1731）、当日の携帯電話連絡（Tel.090-7003-8617） 
◎伊佐沼でバードウオッチング 
（毎月第 2 日曜日、小雨決行） 
集合：10:00 伊佐沼西岸蓮見橋近くのあずまや 
持ち物：筆記用具・図鑑・双眼鏡・飲み物 
参加費：一般 300 円、高校生以下 100 円（保険

代・資料代） 

①8 月 11 日（日）10:00-12:00 
 サギの渡りが始まり、チュウサギ、アマサギ

など他の月に少ないサギが観察できます。 
②9 月 8 日（日）10:00-12:00 
 残暑が続きますが野鳥の世界では秋、渡りの

季節です。シギやチドリの仲間が羽を休めてい

ます。

特定非営利活動法人荒川流域ネットワーク 
問い合わせ：鈴木勝行（E-mail: k_suzuki@pk2.so-net.ne.jp, 携帯 090-7804-5722） 

ホームページ http://arakawanet.machisapo.com 
◎2019 アユ漁体験と魚捕り 
都幾川会場：8 月 10 日（土）、二瀬橋（嵐山町） 

高麗川会場：8 月 18 日（日）、獅子岩橋（日高

市） 
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越辺川会場：9 月 8 日（日）、石今橋（鳩山町） 
集合時間 9：00（ライフジャケット着用のため） 
開催時間 9:30-12:30 
参加費：大人も子どもとも 1,000 円 
昼食：各自ご持参ください 
漁法指導：金澤光（埼玉県魚類研究会） 
主催：NPO 法人荒川流域ネットワーク 
申込先：Tel.090-6138-0314、E-mail: h-myzk@ag

ate.plala.or.jp（宮﨑） 
 申込はメールでお願いします。 

 
特定非営利活動法人荒川流域ネットワーク 

http://arakawanet.machisapo.com 

 

広報委員会からのおしらせ
●かわごえ環境ネット会員限定メールサービス 
 かわごえ環境ネット会員限定で、本紙並びに

同封資料のメールでの送付（またはリンク）サ

ービスを実施しています。 
 希望の方は、かわごえ環境ネット事務局（ka
nkyoseisaku@city.kawagoe.saitama.jp）にメールで

件名を「かわごえ環境ネット会員メールサービ

ス希望」として、会員氏名（団体名称）と送付

を希望するメールアドレス（添付ファイルの最

大容量は 5MB 以上を推奨）をおしらせくださ

い。同時に会員になられる方は、入会申込を同

時にお願いいたします。 

 
メールサービス受付（この QR コードを読み取ると宛先、

件名、本文に記入項目が入ります。） 

●本紙への原稿投稿を受けつけています 
 2019 年 9 月号（No.155，9 月 3 日発行予定）

の掲載原稿は、8 月 15 日（木）締切です。原稿

と写真は電子データで編集担当共有のメーリン

グリスト（koho@ml.kawagoekankyo.net）にお送

りください。メーリングリストは事前登録が必

要です。未登録の方は事務局に問い合わせくだ

さい。メールを使用していない方は、かわごえ

環境ネット事務局（環境政策課、川越市役所本

庁舎 5 階）に提出してください。 
●新河岸川広域景観づくり連絡会の活動発表と

講演会・9 月 7 日（土）朝霞市で開催  
 川越市の上野田を起点とする一級河川新河岸

川の流れに沿った各市の環境関係の団体と個人

でつくる「新河岸川広域景観づくり連絡会」の

今年の講演会と活動報告の会が、9 月 7 日（土）

14:00 から、朝霞市リサイクルプラザ（朝霞市

浜崎 664-2）で行われます。川越市、ふじみ野

市、志木市、朝霞市、和光市などの各市の取組

紹介に続き、埼玉県環境審議会会長で、日本大

学理工学部の岡田智秀教授の講演を予定してい

ます。岡田教授は、川越市の新河岸川起点から

新座市までの全流域を視察して多くの助言をい

ただきました。3 年ぶりの再度の講演で今後の

活動についての助言が期待されます。資料等で

参加費 300 円。 
●おわび 
 松岡壽賀子様からいただいた2019年7月号掲

載予定の予告原稿を編集者の不手際で掲載する

ことができませんでした。松岡様におかれまし

てはたいへん申しわけありませんでした。 
●おことわり 
 本紙の記事は、各著者の寄稿及び広報委員会

の編集によって構成されていますが、これらは、

組織の公式な見解を示すものではありません。

また、本紙は寄稿及び作成時点までの信頼でき

る各種情報に基づいて作成し、正確性の確保に

努めていますが、その正確性に対してかわごえ

環境ネットは責任を負いません。本紙は読者ご

自身の判断と責任で利用いただき、本紙を利用

することで生じたいかなるトラブルおよび損失、

損害に対して、かわごえ環境ネットは一切責任

を負いません。 
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イベントカレンダー（8 月 7 日〜10 月 5 日） 
日 月 火 水 木 金 土 

★：会員内外対象の公開・出展・後援イベント 
●：会員全員が対象の総会・部会・イベント 
◆：理事・委員等が対象の理事会・委員会 
◎：会員主催のイベント等 
○：その他 詳細は個別の記事をご覧ください 

8/7 
◆9:00 広報委

員会 

8/8 
◎10:00 かん

きょうサロン

（松岡） 
○川越西部地

域スタディツ

アー申込開始 

8/9 
●13:00 社会

環境部会 

8/10 
◎9:00 アユ漁

体験と魚捕り

（都幾川） 

8/11 
山の日 

◎9:30 まち美

化啓発運動 
◎10:00伊佐沼でバ
ードウォッチング 

8/12 
振替休日 

8/13 
 

8/14 
○夏の懇親会

申込締切 

8/15 
○本紙 9 月号

投稿期限 

8/16 
◎13:30 まち

美化啓発運動 

8/17 
○18:30 赤間

川灯篭流し 
石原橋たもと 

8/18 
◎9:00 アユ漁

体験と魚捕り

（高麗川） 

8/19 
 

8/20 
 

8/21 
★16:00 事業

運営委員会 
●17:30 夏の

懇親会 

8/22 
 

8/23 
◆9:30設立 20
周年記念出版

委員会 

8/24 
◎13:30 まち

美化啓発運動 
◎16:30 夜の

鳴く虫観察会 
8/25 
◎9:00新河岸川

市内流域清掃 

8/26 
★9:30 生き物

調査勉強会 
 

8/27 
 

8/28 
◆9:00 広報委

員会 

8/29 
 

8/30 
 

8/31 
◎8:30里山林保全

活動（こもれび隊） 

9/1 
◎10:00 山田

のかかしまつ

り 

9/2 
○10:00 小畔

川魚とり遊び

申込開始 

9/3 
★9:00 池辺公

園定例活動 
◎13:30 まち

美化啓発運動 

9/4 
 

9/5 
 

9/6 
 

9/7 
◎13:30新河岸

川広域景観づ

くり連絡会活

動発表・講演会 
9/8 
◎9:00 アユ漁

体験と魚捕り

（越辺川） 
◎9:30 まち美

化啓発運動 
◎10:00伊佐沼でバ
ードウォッチング 

9/9 
★9:30（仮称）川越

市森林公園計画地

植物調査・保全活動 

9/10 
 

9/11 
 

9/12 
 

9/13 
●13:00 社会

環境部会 
●15:00 自然

環境部会 

9/14 
◎9:00稲刈り（か

わごえ里山） 
◎9:30おいしく

楽しく農業体験 

9/15 
○本紙10月号

投稿期限 

9/16 
敬老の日 

9/17 
 

9/18 
 

9/19 
 

9/20 
●8:30 川越西

部地域スタデ

ィツアー 
◎13:30 まち

美化啓発運動 

9/21 
 

9/22 
◎9:00新河岸川

市内流域清掃 
★9:30 小畔川

魚とり遊び 

9/23 
秋分の日 

★9:30（仮称）川越

市森林公園計画地

植物調査・保全活動 

9/24 
 

9/25 
 

9/26 
 

9/27 
★13:00 事業

運営委員会 
★14:00 理事会 

9/28 
◎13:30 まち

美化啓発運動 

9/29 
 

9/30 
 

10/1 
★9:00 池辺公

園定例活動 
◎13:30 まち

美化啓発運動 

10/2 
◆9:00 広報委

員会 

10/3 
 

10/4 
 

10/5 
◎8:30里山林保全

活動（こもれび隊） 
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